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Ⅰ. 緒 言

"酒精飲料〝 は,有史前より人類に親しまれて来ているが,これはアルコールに よる所謂

"酪酎 〝 症状,即ち,アルコールの麻酔性が一時的に人間の精神状態を変容させ,人間生活を

豊富にさせて来たことによるものである｡しかし,多 くの先進国では,近年,アルコール飲用
64)

が,社会的諸問題と密接に関係するとされ,その悪い側面のみが強調されて来ている｡日本に

於いても,アルコール飲用が非行,自他穀,交通事故等と深 く関連し,交通災害に於いては,

事故死の約10%は酉名酉丁運転が原因していると言われ,又,県内の最近数年間の穀人事件の半数

以上には飲酒が関連している等,アルコール飲用即ち飲酒の問題は,法医学領域に於いても,

等閑視出来ない問題となっている｡

摂取されたアルコールは吸収後,組織,臓器に配分され,
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67)
の経路で代謝されるが,大部分は肝臓で,DPN の存在の下にアルコール脱水素酵素により酸

化されてアセナアルデ-イドになり (第 1代謝過程),生成されたアセナアルデハイ ドはDPN

存在下にてアセナアルデ-イド脱水素酵素の作用を受けて酷酸とな り (第 2代謝過程),最後

は炭酸ガス ･水となり排推される｡このアルコール代謝過程中,所謂 ､､酷酎 〝 に大きく影響す

るものは,第 1及び第 2過程であると考えられているが,アルコールの心身に及ぼす影響につ
3)4)5)6)10)

いての研究は,多方面より成されているが,尚未解決の分野も少なくない｡

Widmark (1922)が血中アルコールの微量定量法を発表し,血中アルコール濃度の動態 に

関与する代謝係数 .3,分配係数 7.を算出して以来,生体内アルコール代謝,殊に血中アルコー

ル動態に関する知見は長足の進展をとげたが,最初の Widmarkの報告した係数 β･再よ,秦
I)ll)1'2)

件により容易に変化し得るものであり,アルコール代謝は,単純ではなく多数の因子が関与し
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ているとされている｡しかし,法医学領域における,血中アルコール濃度よりの飲酒量の推定

･飲酒量よりの或る時点の血中アルコ-/レ濃度の推定等の実際面には,未だ,この係数が使用

されているが,その成績には,かなりの誤差の生ずることも知られている｡

又,飲酒による酎酎症状には,大きな個人差があり,或る個人は,かなり多量のアルコール

にも耐え得るか,或る個人は塩めて少量のアルコールにも耐えがたい反応を生じ,極端な場合

には,全 く飲酒の不可能な "飲酒不耐症〝 もあり,所謂 "酒の強さ〝 に大きな個人差のあるこ
I)2)S)9)14)18) 61)62)63)

とは良く知られている｡ この原因については,多くの業溝があるが, 1)個体のアルコール処

理能力の差,2)アルコールに対する自律神経の反応性の差,3)脳細胞自体のアルコール感受

性の差,等がその要因としてあげられている｡しかし,実際には,これらの要因以外に,生体
3)I)5)6)2O)21)60)63)

条件 ･生活習慣 ･社会慣習等の諸因子も強く影響することは経験的にも良 く知られている｡ 赤
い

羽 (1966)は,これについて,先天性の体質,飲酒習慣による耐性の増加の何れも考え得ると
2)

し,小沼 (1963)は,極端に酒に弱い飲酒不耐症と極端に酒に強い大酒耐性とは共通の新陳代
15)

謝型を基盤とする同一の遺伝的素質であるとしている｡又,各種内科疾患,或いは外傷性脳障
65)

碍時に,アルコール処理能力が障碍される等の事実が報告され,或いは飲用酒類の濃度 ･温度

･飲用状態 ･消化管の内容状態等も和酎状態に関与するとされている等,現在のところ,多く

の因子が報告され,アルコール耐性の機序に対し,統一された見解は見出されていない｡

これらの諸因子のうち,アルコール処理能力は,アルコール代謝の第 11第 2過程が大部分

を占めているが,この過程に関与するアルコール脱水素酵素 (ADH)は,古く,1880年代に

Schmiedbergにより,アルコール酸化過程を触媒的に進行 させる酵素の存在が推定 されてい

たが,Biichneretal(1906)により,同様の作用をなす酵素が細菌 よ り発見 され,Alcoho一

xylaseと命名された｡同様の作用をなす酵素は,酵母,各種細菌,植物等よ り発見 され,

Batelli& Stern(1909)が,肝よりアルコールを酸化する酵素を見出し,これをアルコール脱

水素酵素 (AIcoholdehydrogenase,ADH)と命名し,肝臓以外に腎臓にも少量存在するが,
36) 34)

他臓器には存在しないとした｡Negeleinetal(1936)は酵母より,Bonnichsen(1948)は席

肝臓より ADH を結晶として抽出し,この両者の ADH は,物理化学的性質に差があると報
41)43)

告し,Anderson&Lehman(1934)は ADH 作用には DPN が必要であるとした｡
46)55)56)57)58)

動物の ADH には種族或いは臓器により差があり,Schmidtetal(1958)は, ネズミ肝臓

ADH は,アセ Tlアルデノ＼イドを基質とした場合には殆んど活性を示さないが,人肝臓 ADH
15)

は著明な活性を示すとし,大谷 (1959)は,ネズ ミ肝湿重量 1g当りの ADH 活性値は,
16)

22,000単位であるが,マウスのそれは,12,200単位であるとなし,高杉 (1961)は,家元につ

いて活性を測定し,肝臓を100とした場合,肺臓 6,腎臓 4,牌臓3,脳 ･肺臓 ･骨格筋は各
18)

々1,血清0.03の比率であるとしている｡小片 (1961)は,人の殆んど全ての臓器にADHは

存在していると報告しているが,何れにしても肝臓における活性の高いことに諸家の成績は一
46) 66)

致している｡人血清 ADH について Schmidtetal(1958),Wolfsonetal(1958)は,正常
17)

血清に ADH 活性は殆んど認められないとしているが,浜向 (1961)は,27例の人血清につ

いて,3.7±2.5単位の値を得たが,同時に活性 "0〝のものが,かなり存在すると報告してい

る｡何れにしても,人血清中の ADH 活性は,極めて低く,存在意義が少ないとの報告が多
15)16)55)56)57)58)

いが,臨床的には,一部の肝疾患との相関関係が報告されている｡

血清 ADH 活性の測定には,活性が低いため,鋭敏な測定法が必要であるが,従来は, メ

チレンブルー還元法,検圧法等が,主として行なわれ良好な結果は得られていなかったようで

ある｡近年,Warburgetal(1935)の, アセトアルデ-イ ドが還元されてエチルアルコール

になる時,共離して起る DPNH の DPN への酸化を,波長340-360mFLに於ける吸光度戒
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少より測定する,所謂 DPNH 法が,考案され良い成績を得ている｡その後, この方法は,
28) 59)

Bonnichsen& Theorell(1951),Biicher& Redetzki(1951)等により,エタノール微量定

量法に改変され,法医裁判化学領域では,優れた方法として一部に於いては実用に供されてい
13)
る｡

私は,血清 ADH 活性測定法について吟味すると共に,地域住民の所謂,耐酒性 と血清

ADH の関係について検討したので報告する｡

ⅠⅠ.実 験 材 料

1. 被検対象

青森県某地区の部落住民より,採血時より12時間以内に全く飲酒せず,3時間以内に全く食

事を摂っていない条件の男女237名を無選択的に抽出し,表 1の如き設問に回答させて対象と

なした｡対象の性別 ･年令 ･体重 ･耐酒性 ･嘩

好酒等の関係は表 2-8の如くであり,耐酒性
14)

の分類は小沼 (1966)の方法を改変して用い,

A-Eの5群に分類した｡A-Dの4群は飲酒

群で耐酒性の高い順であり,E群は非飲酒群で

ある｡

2. 試料血清

対象者の肘静脈より約 5ml採血し, 3時間

室温に放置後,2,000r.p.m.3分間遠心し血清

を分離｡分離した血清は肉眼的に溶血のないこ

とを確認後,-72oCで急速凍結 し,その後

-20oCに保存｡使用時には25-35oCの温水

中にて解凍して使用したが,最長凍結保存期間

は28日である｡

一般に ADH は器官 ･組織内に存在す る場

合の抵抗性は比較的強く,解剖屍においても尚

充分な活性能を有するとされているが,分離し

た場合の抵抗性は弱く,4oC保存時の活性能減

少率は1日後8%, 3日後34%,5日後80%で

あると報告されている｡本実験においても,本

条件の凍結保存の影響は30日保存にても殆んど

認められなかったが (表 9)反復する凍結解凍

には抵抗が弱く,活性が著明に低下した｡

表 1 酒 耐 性 群

A 群

1. 晩酌3合,時に1升
2. 清酒5合
3. 1升酒

4. 15才頃より飲み,8合位
5. 沢山,飲んだあとは何をしたか憶えてし
ない

B 群

1. 焼酎 1-1.5合,時に5合
2. 晩酌2合,時に4合
3. 時に3合,大酒の時もある
4. 時々5合

C 群

1. ビール毎 日1本
2. まあまあ

3. 1合位
4. 好きな方

D 群

1. 時にビール半本
2.小 ジョッキ1杯
3. 飲むと苦しくなる

E 群

1. どうしても飲めない

2. ほんの少量を口にした けゞでふらふらし

たり,心蔵が動惇うったりするので飲ま
ない

3. 飲みたいとか,飲んでもい とゝいう気持
になれない

4. その他

3. 緩衝液
32)

Bonnichsen(1962)の方法に準拠 した ピロリン酸ナ トリウム加セミカルバジド緩衝液 (ど

ロリン酸ナ トリウム32,2g,塩酸 セ ミカバ ジド8.3g, グリシン3.4g,2N-水酸化ナトリウ

ム34.Omlを蒸溜水 1,000mlに溶解｡pH8.8)を使用した｡

in vitroにおける ADH 反応の緩衝液には本緩衝液以外に Tris緩衝液,燐酸緩衝液等,

-396-
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表 3 酒 耐 性 群 と 年 令酒 耐 性 群
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蓑 6 酒耐性群と月間飲酒頻度
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表 7 酒 耐 性 群 と 噂 好 酒 類
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清 酒

性別

A
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そ の 他
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表 8 年 台 と 噂 好 酒 類

＼＼＼＼ ＼､年令(才) -20 21-25r26-30 31-40 41-50 51-60 61-70 71-

酒 類

例

清 酒

ビ ー 7レ

性別

11 2

3

3 3 10 13

ウ イス キ ー又 は, ブ ラ ンデ ー 2 2 1

焼 酎 .

そ の 他

三

=

その日的により多様の緩衝液が使用されている

が,本実験においては,生成されるアセ トアル

デノ＼イドを除き,反応を促進 させるために, ヒ

ロリン酸ナ トリウム加セ ミカ/レバジド緩衝液を Nol
28)

用いた｡又 ADHの至適水素指数 は pH7.6

とされているが,微量 の アル コール (｣-500

.〔!H)に対する反応速度は pH8.2, 平衡恒数

は pH9.2で何れ も最大であり, 本実験 にて

もpHの上昇と共に吸光度が増大す るが,直
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表9 凍結前及び凍結后の血清 ADH 値
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線的増加を示す点で,pH 8.8にて最適であっ

た(図1)｡諸家の報告をみても見山 (1957)は
29)

pH7.6,Dot7,auer(1952)は pH 8.5,Bucher
59) 30)

(1951)は pH 8.6,Malmstadt(1962)は pH28).31)
8.7,Bonnichsenetal(1951)は pH 9.7及

24)
び中森 (1969)は pH 9.6において反応 させ

ている｡

本緩衝液 の緩衝能について Bonnichsen
32)

(1962)は調整後 1週間室温放置にて も,測定

値に影響はなかったとしているが,本実験にて

は,4oC保存,調整後3日以内の ものを使用

した｡

4. DPN (NAD)溶液

0 5 10 20 30minute

図 1 pH と吸光度変動

59) 29)
ADH 反応において使用される DPN (NAD)の濃度は,Bucher(1951),Dotzauer(1952)

等の報告者により種々であるが,これは DPN の製品の特性以外に,多くの報告者 の 目的が

アルコール濃度測定であるため,比較的低濃度のものが用いられている｡本実験は ADH 活

性測定が目的であるため,Bonnichsenetal(1951)らと同じく,long/′mlH20 (生化学工

業製)の濃度を使用したが,測定波長に対する影響は認められなかった｡本溶液 も調整後,

4oC 保存のものを3日以内に使用した｡

5. エチルアルコール濃度

本実験におけるエチルアルコールは,血清 ADH 反応の基質の作用をなすものであ り,宿
36)37)38)39)41)42)44)

性の低い血清 ADH に対する基質は低濃度であることが望ましいので,1,000倍稀釈液 (飽和

エチルアルコール1mlを蒸溜水にて稀釈し,1,000mlとす)となして,調整後 1週間内に

4oC 保存のものを使用した｡

ⅠⅠⅠ. 実 験 方 法

ADH 活性の測定法には,古くメチレンブルー還元法,検圧法,或いは,これらの改変法が

使用されて来ているが,鋭敏性,手技の繁雑性,熟練度或いは反応自体の特異性等より,

CH3CH20H十DPNご CH3CHO+DPNH+H十

の反応において生ずる DPNH を分光的に測定する方法に比較し,実際的価値は劣 るよ うで

ある｡本実験においては,還元生成される DPNH を波長340m恒 こおける吸光度として,光

電分光光度計 (日立 Epu-_L7A型)により測定した｡すなわち, ピロリン酸ナ十リウム加セミ

カルバジド緩衝液2.5ml,DPN溶液 (10mg/mlH2O)0.1mD,エチルア/レコール1,000倍

稀釈溶液0.1ml,血清0.5mlを石英セル中にて,混和反応させ,120分後に於ける吸光度増加

を測定した｡ADHの活性値には,DPNHの.,-tmol/min/'mgprotein量,又は .,!mol/mlmin

量等として規定されているが,私は血清 1ml当り, 1分間における吸光度0.001の増加をもっ

て 1単位と規定した｡

1. 血清量
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本実験において,血清 1mlを使用す る と,

3.5mlセル中での反応系に軽度 ではあるが混

濁が生 じ,0.1-′0.2mlにおいては,反応 自体

が減弱し測定を困難とす るが,血 清量 0.5ml

前後においては比較的安定した値を得ることが

可能であった (図2)｡それで本実験 において

は血清量0.5mlを使用した｡

2. 測定温度

酵素反応速度は,一定温度域内においては温

度に比例するが,ADH 反応系の至適温度域と
29)

して Dotzauer(1952)は19-′26oCの温幅 を

提唱しているが,私の実験 においては,22oC

～37oC迄の温度について検討したところ22oC

が,至適であることを認めた (図3)｡本実験

においては全て22oC恒 温室 内にて,22oCの

恒温槽を使用 した｡
0102O304(I5O60708O90loominute
図2 血清竜と吸光度変動

3. 測定時間

ADH 反応系は基質ア/レコ-/レ濃度及び DPN 濃度が高 くなるにつれて早期に平衡 に達 す
59) 31)

る傾向を示すが Bticheretal(1952),Brink(1954)等によれば,反応開始後60.-90分 間に

吸光度を測定することを提唱している｡ 私の実験において,反応系に血清を加えた場合,60分

にては尚,平衡に達せず,大多数は 120分以降において略平衡に達する成績を得たので,本実

験においては120分値を測定値 とした｡

注

lO コし) J l･ iL1 5 0 6日 70 80 LjO

m lnuttJ

図 3 温 度 と 吸 光 度 変 動

ピロ 1)ン酸加 セ ミカルバ ジ ドー緩衝液 2.5ml
DPN (long/ml)
ADH (mg/10mlommo-

Salphat-Buffer)
EtOH (1/1000cons)
i-340mFL
Slit:0.25mm
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図 4 飲酒テストによる血中フル コール濃度 と ADH活性

4. 特異性

DPN 或いは DPNH を用いて酵素活性を測定する方法は,他法に比し,多くの利点が存在
27)38)39)42)43)44)19)

するが,酵素の種類によっては,時に,その特異性が問題となる｡私は,健康なる青年男子9

名に飲酒させ,一定時間毎に採血し重クロム酸還元法により血中ア/レコール濃度を測定すると

共に,同一試料より分離した血清のADH活性を測定し,両者の関係を検討したところ,図4

の如き成績を得た｡血中アルコール濃度は,従来の私共の教室の成績と,その推移は合致し,

飲酒後約 1時間前後で最高値となり,その後下降し,5時間以降も尚血中にアルコールは存在

している｡ADH 活性は,これと対照的なる推移をなし,血中アルコールの高値の時期には低

値を示し,その後増加し,飲酒後,約 2-3時間前後にて,飲酒前の値にもどるものが大部分

であるが,一部には飲酒前より高い活性を示すものも認められた｡血中アルコール濃度と血清

ADH 活性には,明らかに有意なる負の相関関係が存在している｡即ち,私の実験方法におい

ては明らかに,ADH 活性の測定を行っているものと考えられる｡

ⅠⅤ.実 験 成 績

1. 飲酒実態けこついて

対象は,男性104名 (44%),女性133名 (56%),年令は18-85才に捗るが,男 ･女性とも21

-60才迄の年令層に,約74%が含まれる (表2)｡体重は,36.5-84kgの間に捗 るが,平均

体重は全対象55.7±0.66kg.男性60.9±0.69kg,女性51.7±0.66kgで,男性は51-70kgの

耗囲に,約88%,女性は41-60kgの範囲に,約80%のものが含まれる (表 2)｡これ らの対

象を私の基準に従って耐酒性分類を行なうと次の如くになる｡

男 女 】 計

)
)
)
)
)

8
4
9
9
1

3
2

2

(
(
(
(
(

8
5
0
9
2

3
3

2

群

群

群

群

群

A
B
C
D
E

計

8(3)
35 (15)

19(14) 49 (21)
27(20) 36 (15)

87(65) 109 (46)

-401-

( )内は%



A群に属するものは全て男性で,全体の3%を占め,年令25-72才,体重は54-68.5kg,飲

酒期間は7-47年間に捗っている｡ (表3･4)

B群に属するものも,全て男性で全体の15%を占め,年令は18-69才,体重は53-70.2kg,

飲酒期間は3-45年間に捗っている｡ (表3･4)

C群に属するものは,全体の21%,男31名 (62%),女19名 (38%),年令は男性18-76才,

女性19-57才,体重は男性44-79.5kg,女性42-62.5kg,飲酒期間は男性 1-54年,女性 2

-22年間に捗っている｡ (表 3･4)

D群に属するものは,全体の15%で男性8名 (23%),女性27名 (77%),年令は男性25-54

才,女性21-82才に捗っているが,両性とも,低い年令層が多い傾向にある｡体重は男性53.5

-71kg,女性38-72.5kg,飲酒期間は男性 1-14年,女性 1-47年に捗 ってい る｡ (表3･

4)

E群に属するものは,全体の46%で男性22名 (20%,全男性比21%), 女性87名 (80%, 全

女性比65%),年令は男性20-85才, 女性24-74才に捗るも, 概して高年令層に多い傾向を示

す｡体重は男性49.7-81kg,女性35-72.5kgに捗っている｡ (表3･4)

A-D群 (飲酒群)の飲酒開始年令は表5の如 く,25才以前に約75%,又約90%のものは35

才前に飲酒を開始しており,20才以前にて,早 くも51%のものが飲酒を開始している｡月間の

飲酒頻度は表6の如 くで,約26%のものは1ケ月の半分以上飲酒しており,その大部分は男性

である｡又飲酒群を強 (A･B群), 弱 (C･D群)に分類してみると, 強い群の半数は2日

に1回以上飲酒している｡

主として飲用するものを,所謂愛好酒となし,それと耐酒性との関係は,表 7の如 く,清酒

を愛好するものが43%,ビ ー ルを愛好するものが50%で,清酒 ･ビールが大半を占める｡男性

では,清酒>ビール,女性では, ビ ール>清酒であるが,弱い (C･D群)群 では男性 にて

も,女性 と同様の傾向をとる｡年令との関係は表8の如 く,30才代を境とし,前半では, ビー

ル>清酒,高年層では清酒> ビ ールとなり,所謂蒸溜酒の如きアルコール濃度の高いものは若

年層に好まれ,しかも耐酒性の高い群において好まれる傾向にある｡

2. 血清 ADH 活性について

全対象者の血清中には, AIJH 活性が認められ,ADH を欠如するものは全 く認め られ な
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図 5 血清 ADH 活性値の分布
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図 6 血清 ADH活性値と性
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図 7 年令と ADH活性値

かった｡ADH 活性は,2.31-5.62単位の間に分類する単慢性分布をなし,平均値3.93±0.015

単位,最頻値4.21単位である (図5)｡

1)血清 ADH 活性と性

男性 ADH 活性の分布は図6の如く,2.53-5.62単位の間に分散する単峰性分布をな し,

平均値 4.09±0.065単位,最頻値3.98単位｡女性のそれは図6の如 く,2.27-5.47単位の間に

分散する単峰性分布をなし,平均値 3.92±0.059単位｡ 両性間において,男性側の平均値は,

や 高ゝい傾向を有しており,アルコール飲用の影響のないE群においても,平均値は男性4.14

±0.102単位,女性4.04±0.066単位で,男性が高い傾向を示すも,何れも両性間に有意の差は

認められない (α-0.61)0

2)血清 ADH 活性と年令

年令による ADH 活性の変化を図7の如き年令階層に分類し検討すると,20才以下の平均
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値3.55±0.17単位より,71才以上の4.23±0.13単位迄,年令の増加とともに ADH 活性は漸

増するが,30才代迄は急増の傾向を有し,40才代ではや 減ゝ少傾向を示し,全体的には,逆S

字形曲線をなす｡この傾向は,男 ･女性とも同様であるが,女性の ADH 活性は,全世代に

おいて男性より低値の傾向を示すも,20才以下においてのみ両性間に有意の差が認められ る

(α-0.01)｡

全対象にては,61才以上と20才以下との間に有意の差が存するも (α-0.01),男性では,20

才以下に対し,何れの年令層の増加も有意性を示さず (α-0.01),女性においてのみ20才以下

が,26才以上の各年代に対し増加の有意性を示した (α-0.01)｡ しかし,21-25才の平均活

性に対しては,各年代の増加は有意性を有してはいない (α-0.01)0

又,全対象においては,40才代,男性40才代,女性40･50才代に ADH 活性の低下が認め

られるが,隣接年代と比較すると,その低下には有意性は認められない (α-0.01)｡各年代

の全てに男 ･女性間に平均活性の差があり,最も差の大きいものは20才以下の0.52単位であ

り,差の最も小なるものは0.03単位であるが,全ての年代においても男 ･女性間の活性の差に

有意性は見出し得なかった (α-0.01)｡

3)血清 ADH 活性と体重

全対象の体重は35-84kgに分散し,平均体重55.7±0.66kg,男性は44-84kgに分散し,

平均体重60.9±0.69kg,女性は35-72.5kgに分散し,平均体重51.7±0.66kgであり, こ

れらを10kg毎に分類し,ADH 活性をみると図8の如くになる｡全対象は,50kg以下の

ADH 平均活性3,83±0.087単位より71kg以上の ADH 平均活性4.08±0.202単位と体重の

増加と共に ADH 活性が軽度に増加する傾向を示し,女性も又,50kg以下3.90±0.311単位

より71kg以上4.28±0.596単位と同様の傾向を示したが,各体重階級相互間の平均活性には

有意の差は認められない (α-0.01)｡男性は逆に50kg以下4.08±0.411単位より71kg以上

4,01±0.207単位と一応漸減の傾向が窺われるが,有意の差は認められない (α-0.01)0

体重紬ADH性別活性値 -40 41-50 51-60 61-70 71-TotatL舌l♀ T い l♀ T い l♀ T い l♀ T い l♀

rUn止)6.(X)5.(X)4.003.(X)2.(X) .I .r T
例 載 8 8 59 4 55 102 50 52 57 42 15 11 8 3

活性平均値 3.90 3.90

甘 草 偏 差 .789 .789 .694 .713 .689 .588 .618 .516

図 8 体重と ADH 活性値
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満山世辞ADH性別活性値 A B C D E･otaTl含l♀ ･●い l ♀ ･い l ♀ ･い l♀ ･い い
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図 9 酒耐性群とADH活性値
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図 10 飲酒群及び非飲酒群と血清 ADH活性値の分布

4)血清 ADH 活性と耐酒性

全対象は飲酒A-D群 128名 (54%),非飲酒E群 109名 (46%)より構成されるが,更に飲

酒群は強 (A+B群)43名 (34%), 弱 (C+D群)85名 (66%)となるが, ､､強〝 の範境に

属するものは男性のみである｡

図9に示す如く,全対象,A群の ADH 平均活性は4.53±0.227単位, 同 ･B群は4.09±

0.108単位,同 ･C群は3.87±0.107単位,同 ･D群は3.77±0.120単位となり,耐酒性の高い

ものは平均活性が高い傾向を示すが,同 ･E群 (非飲酒)は,4.06±0.102単位であり, C･

D群よりは高い平均活性を示している｡

この飲酒 ･非飲酒両群の活性の分布をみると図10の如く,単峰性分布をなすことは全対象と

同様であり,その分散は殆んど重複するも,非飲酒E群の峯がや 高ゝ値側圧こ偏している｡この

両群 (A-D群3.95±0.063単位,E群4.06士0.059単位)間には有意の差は認 め られ ない

(α-0.01)｡
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期間ApH件)活性値 不故者 -10 ll-20 21-30 31-

tUnit)6.005.004.003_00200

例 鼓 22 40 16 ll 14

店件平均値 414 3.92 4_15 4_35 4.30

標 準 偏 差 _524 .681 .730 _554 _686

軍11 飲酒期間と ADH活性位 (男)

汰 不飲者 1回未満 1-10 ll-20 21-30

22 6 47 ) -24

図12 飲酒頻度と ADH活性値 (男)

男性においては,A群の平均値4.53工0.227単位,同 ･B群は4.09±0.108単位,同 ･C群は

4.05±0.144単位,同 ･D群は3.76±0.141単位であり,耐酒性の高いものほど平均活性も高い

慣向を示しているが,非飲酒E群は4.14±0.102単位で,B,C, D群より高い活性を示して

いる｡ 女性は,A,B群に相当する対象は認められず,飲酒群中の弱い群であるC,D群のみ

であり,C群の活性平均は3.58±0.124単位,D群のそれは3.78±0.150単位で,耐酒性の低い

ものの方が,高い平均活性を示 している｡ 又,非飲酒E群は4.04±0.066単位であり,E群は

飲酒群の何れよりも高い平均活性を有している｡しかし,何れの対象においても,耐酒性の変

化に伴なう平均活性の変動には有意の差は認められない (,tv-0.01)｡

又,男性の飲酒群を強 (A ･B群4.17±0.098単位)と弱 (C ･D群3.99±0.119単位)の2

群に分類すると,強飲酒群において平均活性の高い傾向が認められるも有意の崖は認められな

い (α-0.01)｡

5)血清 ADH 活性と飲酒期間

主として飲酒を開始した時点より現在迄の期間を飲酒期間として検討すると,大約 1-54年

間に捗っており,全対象の平均は12.4±1.23年であり,男性は大約 1-54年間平均15･2±1･28

午,女性は大約 1-22年間平均7.5±0.89年であるが,この飲酒期間を図11の如く, 10年間隔

に分類し,ADH 平均活性との粥係をみると,全対象は,10年以下3･79±0･076単位より31年

以上4.28±O.179単位迄,長期間側 に向い ADH 活性が漸増する楓司を示すも,これらの相互

間には有意差は見出し難い (′r-0.01)｡ 男 ･女両性にも同様の憤向が存する も,有意性は存

在しない (α-0.01)｡

6)血清 ADH 活性と飲酒頻度

男性の1ケ月間に於ける飲酒回数も飲酒頻度として,これを1回未満より21回以上の4段階

に分け,各段階と ADH 活性との関係をみると図12の如く, 1回未満の3147±0･101単位より

21回以上の4.22±0.134単位迄,飲酒頻度の増加につれて ADH 活性は上昇す る傾向を示す
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も, 1回未満に対し,全ての段階の平均活性は有意性の増加が認め られ る (α-0.01)｡不飲

老及び10回未満に対しては, 1回未満のみ有意性の差を認めるが,他はこれを認めない (α-

0.01)｡

Ⅴ.考 按

1. 飲酒状況等について

"飲酒〝 形態の質,量等は社会的環境に強く支配されていることは明らかであり,古代に於

いては,宗教と密接に結びついていたが,現在では,わずかにその痕跡を残 しているに過 ぎ

ず,量も,アルコール生産が工業化するにれって,飲酒量は増加して来ている｡ 日本に於いて

も,戦前,戦中の酒類生産量低下により1人当りのアルコール消費量が減少し,生産量最低期

の昭和22年には,国民 1人当りのアルコール消費量は0.431に迄低下した｡戦後の経済復興に

より,酒類生産量が増加し,加えて国民所得が増加すると共に,昭和42年の 1人当りのアルコ

ール消費量は,約 4.51と増加し,20年間に約10倍の消費量となっている｡これを清酒に換算

すると大約 1斗6升前後の消費量となる｡この傾向は,国民所得の一層の増加が推算される昭

和60年には 1人当りのアルコール消費量が増加し,約8.31になると推測されている｡即ち,

私達には飲酒する機会が更に多くなる事になり,アルコール消費量の増加が問題飲酒を生ずる

事は多くの先例より考えられる｡

本実験の対象における飲酒群,非飲酒群の比は,全体的に0.46:0.54(1:1.17)であり,

約半数近くは飲酒をしている｡男性は更に多く,その比は0,79:0.21(1:0.27)であり,飲

酒する者が極めて多い｡女性の比は0.34:0.66(1:1.91)となり,男性とは逆の傾向を示し

ているが,この要因の 1つに,社会的制約をあげている従来の考え方とも一致している｡又,

本対象が青森県の村落部の住民であり,高年層が多い (31才以上約70%,41才以上50%)こと

も原因すると考えられる｡ 都市地域の若年層の女性において,その比率が変化しつつあること

は,経験的にもよく知られている｡

又,飲酒群を所謂 "酒の強さ〝等により,A-Dの4群に分類すると,男性は全群に捗 る

が,女性は耐酒性の高いA,B群に属するものは認められなかった｡男 ･女性の飲酒 ･非飲酒

の割合等は,従来の報告と大差はない様である｡40才以下のみをみると,その総数 123名,男

性57名,女性66名であり,飲酒群の比率は何れも上昇するが,女性の比率は更に大となる｡ こ

れらの事実は,飲酒形態に対し,年代の影響が強く存在するものと考えられる｡

所謂愛好酒は,全対象において,清酒<ビール (43% :50%)の順であるが,男性では,清

酒愛好者が多く (51% :4098), 女性は, ビ ー ′レ愛好者が多い傾向が認められる｡ しかも耐酒

性の高いものに,清酒愛好者が多い｡このことは,清酒消費が,ほほ全国的傾向であり,青森

県の 1人あたりの清酒消費量が,日本において多い群に入っていること,或いは習慣以外に,

含有アルコール濃度が比較的高いことにも原因していると考えられる｡ア′レコール濃度の高い

所謂蒸溜酒の愛好家が圧倒的に男性の耐酒性の高い群に多いことは,この事を物語るものと考

えられる｡

日本に於ける飲用酒類のアルコール濃変の平均は,戦前より昭和30年度頃迄は,大約14.5

γol%前後であったが,その後低下し,昭和39年には,10.4vol%前後となり,その後横 ばい

状態であることの原因として,ビールの消費が挙げられているが,本対象に於いても,ビー/レ

の占める率が高く,女性の飲酒の大部分を占めている｡ この低濃変アルコールの酒類の消費の

僧加は,女性飲酒者の増加とも関係するようで,若年女性に於いては全般的にビ ー ル消費が,
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のびていると言はれ,本調査に於いても女性のビール愛好者31名中30才以下は19名である｡

飲酒形態には晩酌などの形で,殆んど毎日の如く飲酒する常習型と,何等かの機会に飲酒す

る機会型の2形に分類することが可能であるが,一般に,耐酒性の高いものは常習型に近い傾

向にあるとされている｡本対象において,月間11回以上飲酒するものを常習型,それ以下を機

会型としてみると, 機会型97例 (76%),常習型31例 (24%)となり, 常習型は比較的少ない

ようである｡この常習型と耐酒性との関係は,耐酒性の高いA ･B群に24名 (77%)が含ま

れ,又,A ･B群43名中24名 (56%)が常習型であり,耐酒性の高いものに常習型が多い傾向

がある｡ 又,常習型は高年層に多い憤向もみられる｡

一般に,体の大きいものは "酒に強い〝と言われているが,これは,アルコール配分率等と

の関係より一応は説明されているが,本対象にては男性の耐酒性の高いA ･B群43例中28例

(65%)は平均体重以上であり, 女性C群19例中12例 (63%)は平均体重以上であり,何れも

平均体重以上のものの占める比率が大きい傾向を示すが,著明とは言い難く,体重と耐酒性と

の間に直接的関係を横転的に認め得ないとも言い得る｡又,耐酒性の一面については,一般

に,長年にわたり多量に飲酒すると, ､､ゥデがあがる〝と言われ,飲酒年数が長いものは,耐

酒性が高いと言われているが,耐酒性と飲酒開始年令との間には,早期に飲酒を開始したもの

に耐酒性が高い傾向があり,20才以前に飲酒を開始した男性は,A ･B群43例中27例 (63%),

女性は,C群19例中8例 (42%)認められる｡実際の飲酒年数は, 1-54年に捗っているが,

21年以上飲酒しているものは,男性A ･B群43例中18例 (42%),女性C群19例中 1例であり,

これらのうち36才以上のみをみると男性A ･B群では24例中19例 (79%)となり,女性C群で

は5例中1例 (20%)となり,その割合は更に上昇する｡

以上を総括すると,青森県の村落部住民である本対象の男性約80%,女性の約35%は飲酒し

ているが,若年女性の飲酒傾向は高年層より高い｡男性は清酒を,女性はビールをより好む慣

向があるが,男性でも耐酒性の低いものは,ビールを好んでいる｡高濃度アルコー ル含有酒を

好むものは耐酒性の高い若年層である｡ 耐酒性の高いものは,頻回に飲酒する常習形で,若年

より飲酒を開始し,長年飲酒したものに多い傾向にあるが,体重とは,積極的な関係はないと

いう成績を得たが,確度の高い飲酒状況調査としては,更に調査対象を増加する必要がある｡

2. 血清 ADH について

アルコール代謝の第 1過程に関係する ADH は,1880年代に Schmiedberk によ り,アル

コール酸化過程を触媒的に行なう酵素として,その存在が推定されていたが,Biichneretal

(1906)によりAIcoholxylaseとして細菌より,又,Batellietal(1909)により,肝臓より,

AIcoholdehydrogenase(ADH)として見出されている｡
35)36)37)40)45)46)51)

各種動物よりも発見されているが,物理化学的性状等は,
47)48)

あることも報告されている｡ 動物由来の ADH 活性には,
46)

等 (1958)は,アセトアルデノ､イドを基質とした場合に,

ラット肝 ADH は,活性を殆んど示さないとなし,高杉

活性を100とした場合,肝臓 6,腎臓 4,牌臓 3,心臓 2,

なるとしている｡ 人血清については,Schmidt等 (1958)

その後,諸家により,酵母 ･細菌 ･

由来するものにより,かなりの差の
49)50)51)52)53)

種属差 ･臓器差があ り,Schmidt

人肝 ADH は,高い活性を示すが,
16)

(1961)は家兎について,肝 ADH

脳及び肺 ･骨格筋 1,血清0.03に

は7例について測定 し,0.06Bti-
66)

cher-E/ml以下の値を報告し,Wolfson等 (1958)は,庵く少数例について検討し,50-25017)
m.tlmoles/mlの値を得たとし,又,浜向 (1961)は27例について,3.7±2.5単位の平均値を

得,0のものも,かなり存在したと報告している｡肝湿重量 1g当り平均63,800単位という大
15)

谷 (1959)の肝 ADH 活性の成績に比較すれば,正常の血清 ADH 活性は極めて低い｡
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17)
しかし,一部の肝疾患に際しては著しい活性増加が認められており,浜向 (1961)は,急性

肝炎に於いて,200単位の上昇を認めた例について報告し,それらの平均活性は,35.5単位で

あったとしているが,何れにしろ,肝 ADH 活性に比較すれば,血清 ADH 活性は低いレベ

ルにある｡

私の成績は,図5の如 くで,対象237例の全てに血清 ADH 活性を認め,分散は2.31単位～

5.62単位,平均値3.93±0.015単位,最頻値4.21単位の単峰性分布をなしており,浜向 (1961)

の報告した活性とは,大略一致するが活性 0のものは全てに存在しなかった｡このことは,私

の測定法の感度が,従来法より高い点を考慮すれば,大差のある成績とは考え難い｡男性,女

性とも同一の分布形をなすが,男104例の分散は2.53-5.62単位,平均値4.09±0.065単位,女

133例の分散は2.27-5.47単位,平均値3.92±0.058単位で,僅かではあるが男性 の ADH 活

性が高い傾向を示すが,対象の各構成因子が全て同一とは考え難い点より,統計学的に有意差

を生じなかったのは当然であると考えられる｡血清 ADH 活性の年令的変動は,図13の如 く,

男性は20才以下3.74±0.232単位より71才以上 4.34±0.153単位と上昇し,女性も20才以下

3.22±0.063単位より71才以上4.06±0.237単位と漸増するが,何れも,40才迄の上昇は比較的

急激であり,その後,緩徐に上昇する傾向を示し,女性の40才代より50才代の間に,僅かでは

あるが減少の傾向が窮われた｡又,各年代とも,男性が全て高い活性傾向を示している｡これ

らの傾向は,肝臓が,浜向 (1961)等のいう様に,障碍状態を軽度にても生じていれば,換言

すれば,肝臓に加令的変化が生じていれば,一応の説明が可能であるが,61才以上の本対象の

ADH は2.27-5.47単位の闇に,25才以下は2.53-5.31単位の闇に分散しており,これらの平

均活性の年代による変動,及び各年代による性差には有意の差を認め得ない｡又,活性と年令

との闇には, 全対象 r-0.016,男性 r-0.052, 女性 r-0.094の相関係数が算出されるが,

有意の相関関係が存在するとは考え難い｡

本対象の体重は35-84kgの間に分散し,その平均値55.7±0.66kg,男性 の分散は44-84
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kg,平均値60.9±0.69kg,女性の分散は35-72.5kg,平均値51.7±0.66kgであるが, この

体重と血清 ADH 活性との関係は図8の如くで,全対象は体重の増加と共に,血清 ADH j腎

性が漸増する傾向にあるが,男性,女性とも40kg以下及び71kg以上の階層にや 隔ゝ絶した

平均活性が得られているのみで41kg～70kgの対象の大多数の占める範囲では有意 の変化を

見出し得なかった｡

3. 耐酒性と血清 ADH活性について

耐酒性即ち一般に言われている "酒の強 さ 〝 には,多様の因子が関与していることは周知の

事であり,その成因についても,1)アルコール代謝能力の差,2)アルコールの吸収 ･排湛能
1B)19)

力の差,3)自律神経反応性の差,4)脳細胞の感受性の差等が挙げられ,それらの総合能力で
1)

あるとの考えが,現在支配的である｡赤羽 (1966)は,耐酒性は先天性体質と飲酒習慣による

耐性増加による差異の2面性があると推論している｡

飲用されたアルコールの大部分 (約90-95%)はアルコール代謝系路の第 1,2過程を経て

酸化されることより,耐酒性は,アルコール処理能力に,より直接的に関係するものと考え易

く,ひいては体内の ADH 活性の如何に影響され得るものと推論され易い｡

詳細に体内のアルコールの消長を考究した Widmark(1922)は,離酎の度合は血中アルコ

ール濃度に比例するが,同一量のアルコール摂取の場合に於いても血中アルコール濃度に個体

差の認められることは,臓器組織に配分されるアルコー ルの割合及びアルコールの酸化される

度合に個体差のあることが原因するとし,前者を配合率 (分布係数)γ,後者 を減少率 (代謝

係数)βとなし,その値を算出している｡これらの係数及び飲用酒の重量 (A),飲用者の体

重 (W),血中アルコール濃度 (C),時間 (t)の因子を附加して,飲用後の一定時間に於け

る血中アルコール濃度の推定及び血中アルコール濃度より一定時間前の飲用酒の量の推定をな

す計算式,C-A/(wxγ)-.Btを設定している.
68)

代謝係数 βについて,Widmark(1933)は,血中アルコール濃度曲線は拡散平衡に達 した点

より消失する迄の時間は直線的であり,代謝係数 封よ各個体に於いて一定であるとし,男子
26)

20人の平均0.15(0.22-0.08)の値を報告し,Jungmichel(1933)は29人の男性に於いて0.12

(0.17-0.09)の値を算出している｡その後,この βは,種々の条件により,同一個体におい

てすら変動する事が報告されている｡
25)

これらと,耐酒性との関係について,Schweisheimer(1913)は,飲酒家の血中アルコ-′レ

濃度曲線は,緩い上昇率で上昇し,早 く下降期に移 り,大きい減少率で減少するとしており,
23) 22)

佐野 (1937)は飲酒家5人のβ値を0.16-0,14gと報告し,飲田 (1958)はアルコール習慣

動物のアルコール酸化能は増加するとし,アルコール常用者の血中濃度は非常用者より低いと

しており,同様の成績が多く報告されている｡しかし, これらの現象について, 1)体内細胞

のアルコール酸化能の増加,2)体内細胞のアルコール抵抗性の増加等により説明され, その

各々に対し反対論も存在している｡
1)

最近,赤羽 (1966)は,飲酒に慣れた学生について実験し,一般の飲酒学生のアルコール代

謝能力は, 1時間当り約7g程度であるが,大酒家は10g程度であるとし,耐酒性の高い も

のの代謝能力の強い事を報告している｡

しかし,この代謝能力と ADH との関係を直接的に検討した成績は塩 めて少ない｡小片
18)

(1961)は,組織内 ADH を染色法 (小片)で検討し,ADH が殆んど全ての臓器に分布する

ことより,7ルコール代謝は肝臓のみではなく,他臓器においても行われるものとしている｡

又,ア/レコール習慣性となると肝以外の全ての臓器に於いても ADH が増加し,大脳の増加
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は特に著明であり,その他,消化管外層の筋組織,骨格筋,血管壁に於いても,ADH が増加

し,これらの ADH 増加が,耐酒性を高める一つの大きな原因であるとしている｡しか し,
67)

Wilson(1967)は,肝 ADH に大差のある,C3H,C57BLの2種の純系マウス各10匹を使

用し,血中アルコール濃度減少率と肝 ADH 活性との関係を検討し,両者に有意差を認 めな

かったと報告している｡ 即ち,現象面に於いては,耐酒性の高低により,アルコール代謝能力

に差があることは認められているが,これらに関与する代謝因子については不明な点が多く,

ADH 活性についても,相反した成績が存する様である｡

対象を耐酒性の高い順にA .B,C,D及びE (非飲酒群)に分類し,それらの血清 ADH

活性を検討した私の成績は,図10の如 くで,飲酒群 (A-D群)は,平均値3.95±0.063単位

の単峰性分布,非飲酒群も平均値 4.06±0.057単位の単峰性分布をなし,飲酒群 ･非飲酒群と

も,その分散の大部分は,重複しているが,飲酒群の ADH 活性はや 低ゝい傾向が存 してい

る｡

各耐酒性群についてみると,女性は,A･B群という高耐酒性群を欠いてお り,男性 の様

に,全体的に検討することは,や 困ゝ難であるが,C群3.58±0.124単位,D群3.78土0.150単

位,E群4.OLl±0.069単位となり,飲酒群にては,耐酒性の高いものの活性が低いが, 何れも

非飲酒群よりは低い活性を有する傾向を示す｡男性は,A群 4.53±0.227単位, B群 4.09±

0.108単位,C群4.05±0.144単位,D群3.76±0.141単位,E群4.14±0.112単位となり,飲酒

群では,耐酒性の高いものの活性が高い傾向を示しているが,A群以外は非飲酒E群より活性

が低い｡男 ･女性に於いて,耐酒性に対する ADH 活性の態度は逆の傾向を示している｡

各群の男女を比較すると,C群男>女,D群男<女,E群男>女となり,D群のみ女性の活

性が高い傾向にある｡

本実験の対象の耐酒群の分類は,酒量を主としているが,飲酒期間を考慮した場合,耐酒性

の高いものの大部分は,飲酒期間も長い傾向を示していることは,前述の如くである｡ この飲

酒期間と血清 ADH 活性との男性に於ける関係は飲酒期間を10年間隔に階別すると,10年以

下 (平均5.4年)3.92±0.105単位,ll-20年 (平均 15.1年)4.15±0.183単位,21-30年 (平

均25.8年)4.35±0.167単位,31年以上 (平均37.7年)4.30±0.190単位となり,一応,飲酒期

間の長いものほと活性の高い傾向があり,20年以下の期間のものは,非飲酒群のそれよりも,

活性値が低い傾向を示す｡

又,飲酒頻度より,飲酒型を,1)機会に応じて飲酒する機会型,2)晩酌の如き形態で,ほ

ぼ常時飲酒する常習型の2型に分類した場合,私の耐酒性分類では,耐酒性の高いものに常習

型が多い様である｡この飲酒頻度と男性の血清 ADH 活性 との関係は, 1回未満/月3.47±

0.109単位, 1-10回/月4.05土0.106単位,ll-20回/月4.37±0.238単位,21-30回/月4.22=

0.134単位となり,一応頻度が多くなるにつれて,活性値が上昇するが,21回以上の頻度では,

や 減ゝ少している｡

これらの成績を総括すると,各耐酒性群間には差が認められるが,男性は高耐酒性群に活性

が高いが,女性は逆の傾向を示しており耐酒性群を高 ･低に分類し,非飲酒群と比較すると,

ADH 活性は,高耐酒性群>非飲酒群>低耐酒性群の順となる｡又,男性の飲酒期間,飲酒頻

度と耐酒性との関係は,期間が長く,頻度の多いものは耐酒性が高く,ADH 活性も高い傾向

が認められた｡しかし,これらの耐酒性相互間の活性の変動の傾向の大部分には,統計学的有

意性を認めなかった｡一部に認められる有意性には規則的な傾向はなく,必然性の存在は疑わ

しく,例数 も少ない等,その意義は認め難いものと考えざるを得ない｡
18)

以上の私の成績は,アルコール習慣性により ADH が増加するという小片 (1961)の成窟
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とは相反しているが,小片の実験は,動物にアルコール習慣性を付与するという,ア/レコール

の生体に対する影響の大きい実験であり私の場合には,正常な生活を送っている集団,殊に,

かなり耐酒性の低い者をも包含する集団であることより,動物実験よりは,アルコールの影響

が少ないものと考えられる｡又,小片の成績は,ブルー ･テトラソリウム塩を使用して組織内

の ADH を染色するという所謂組織化学的方法で,私の DPNH 法に比較すれば,特異性 ･

精度の劣る方法であり且つ又,血清についての言及は成されていない｡
67)

Wilson(1967)の実験方法は,略私の方法と同様であるが,試料として肝が用い られてい

る｡この点は,極めて合理的な方法であり,且つ,ADH 活性が約2倍差に近い対象間の血中

アルコール濃度変化に差の認められない点は,耐酒性と ADH 活性との間に有意差を見出 し

得なかった私の成績とは一致し得るものと考えられる｡しかし,従来より血中アルコール濃度

曲線を指標として行なわれて来た大酒家或いはアルコール常習者に,血中アルコール濃度曲線

の上昇率の緩徐化,減少率の促進化,最高濃度の低下 ･移動が明らかに認められることより考

察されたアルコール処理能力の増加とは一致しない成績であるo

血清 ADH は肝疾患時に於いて変動し,特に肝細胞傷害の考えられる疾患において,血清

ADH 活性が著明に増加することも考慮すれば,血清 ADH は肝臓に由来するものとも考 え

られる｡本実験において,アルコール処理の一翼を担う血清 ADH 活性が変動するとい う成

績が得られなかったことは,長期に互る相当量の飲酒によっても,本実験の対象群のADH活

性が,血清 ADH 活性の変動として認められるほど著明な変化はしないものと考えざるを得

ない｡しかし,実際の飲酒実験において (図4)血中アルコール濃度曲線の変動と対照的に変

動し,特に血中アルコール濃度の極期に血清 ADH 活性が最低をなすことは,invitroと同

様に生体においてもアルコール処理に関与していることは,否定出来ない事実である｡これら

の点より,生体内 ADH は,所謂適応牢素的反応を行なわない酵素であると推論 され得 る｡

従って,血中アルコール濃度及び飲酒量の推定の実際に於いては,係数β･γ以外に ADH 活

性を積極的に考慮する必要はないものと考える｡

ⅤⅠ.結 論

青森県内の村落部住民237名 (男性104名,女性133名,年令構成18-85才)を対象とし飲酒

状況を調査すると共に,所謂耐酒性によって5群に分類し,それらの血清 ADH 活性を測定

したところ,次の如き成績を得た｡

1. 飲酒者率は,男80%,女51%で,女性には高耐酒性群は存在しなかった｡

2. 飲酒開始は,35才以前が大部分であり,20才以前のものは51%であった｡

3. 男性飲酒群の愛好酒は清酒で,女性及び低耐酒性群の愛好酒はビールである｡ 耐酒性の

高いものは,高濃度アルコール含有酒を好む傾向が認められる｡

4. 高耐酒群には,長期間,頻回に飲酒する傾向が認められる｡

5. 耐酒性と年令,体重とには積極的な関係は認められない｡

6. 血清 ADH 活性は全例に認められ,平均値3.93±0.015単位の単峰性分布をなす｡

7. 血清 ADH 活性には,年令,体重,性の差は認められない｡

8. 飲酒群,非飲酒群の血清 ADH 活性には差は認められない｡

9. 耐酒性群の血清ADH活性は,A群4.53±0.227単位,B群4.09±0.108単位,C群3.87

±0.107単位,D群3.77±0.120単位,E群 (非飲酒群)4.06±0.102単位であるが, こ

れらに有意差は認められない｡
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10. 男性の飲酒期間10年以下 3.79±0.076単位,31年以上 4.28±0.179単位の血清 ADH活

性で,活性の増加を示すも,これらに有意差は存在しない｡

ll. 月間飲酒頻度 1回未満 3.47±0.112単位, 1-10回4.05±0.106単位, ll-20回4.37±

0.238単位,21回以上 4.22±0.134単位の血清 ADH活性を示すも,これらに有意差は

認められない｡

12. 血中アルコール濃度及び飲酒量の推定の実際に於いては,ADH活性を積極的に考慮す

る必要はないものと考える｡

稿を終えるにあたり,御指導,御校閲をいただいた弘前大学医学部法医教室 ･村上利教授に深 く感謝致し

ます｡また本稿に目を通し,貴重なご助言,ご批判を下さった弘前大学医学部神経精神医学教室 ･佐藤時治

郎教授に心から感謝申上げます｡

又,ご指導,ご助言,資料の提供をいただいた弘前大学医学部法医学教室,清水三男講師に厚 くお礼申し

上げます｡
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